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9. 肺癌発生に関する知見
小形岳三郎，井出源四郎
発癌の機構を検索する際，癌になる組織の側からみ
て，どのような組織環境の時に，正常細胞が異常な増殖
をきたして来るかを，またその過程を観察することが第
一と考えられる。
われわれは人体肺組織を，肺癌，非癌ともに多数例に
つき，気管より末柏、肺組織まで観察し，異常増殖像と組
織環境を検索している。その結果従来の報告のように，
機能あるいは形態的に何らかの違いのある細胞の接続す
る部位，すなわち気管支上皮と粘液腺導管移行部，末柏、
細気管支と肺胞移行部に増殖の基点が潜在しているよう
な所見を得ている。
また気管支上皮細胞が，剥離された状態による再生を
しいられる際，また末柏、肺実質の崩壊にともなう腺様化
生像にみられる細気管支上皮の再生がみられる際に，異
常増殖をきたす可能性をもっていると考えられる。
最近肺癌の初期像を経験する機会がふえて，異常増殖
像と癌との関係をみることがで、きつつあるが，以上の所
見は高率に認められる。 
10. 術後経過良好なる特発性両側性気管支拡張症の病
態生理学的検討 
0石田逸郎，長谷川鎮雄
本例は生後間もなく肺炎を起こし，特発性両側性気管
支拡張症となり，約 4年間の当科における抗生物質，ネ
ブライザーなどの治療により手術可能となり，まず右下
葉切除術を施行したが術後の経過は順調で，いずれ対側
の左下葉に外科的処置を考慮される l例である。
わが国の熊谷らの分類では比較的頻度の高いタイプ
で，また術後の合併症がきわめて高い部類であり，当科
の経験によれば 8例中 6例に合併症が生じているうちで
順調な経過をたどったのは手術の適切な時期と抗生物質
の使用とによるものと思われる。 
11. イヌ遊離肺の濯流実験
遠藤毅
目的:肺局所の血行動態研究のための基礎的実験とし
て行なった。方法:雑種成犬 36頭にラボナ  ーJレ静注後，
脱血，左下肺葉を摘出し，濯流装置につなぎ，ヘパリン
化血で濯流した。気道は大気開放。 0'"-'20cm水柱の陰
圧で肺を膨脹，血流量 0.86ccj秒で一定に保ち，動静脈
圧を水柱マノメータ{で測定した。成績: 1) 陰圧と脈
管抵抗， 2) 相対的肺気量と脈管抵抗との関係をそれぞ
れ，膨脹，収縮過程で観察した。 1) では膨脹，収縮過
程でそれぞれ陰圧 15cm， 5cm前後で脈管抵抗は最低
となり特有のヒステレーシスループを描いた。しかるに 
2)で、は，相対的肺気量が 0.5前後で脈管抵抗が最低とな
るU字型を示し， ヒステレーシスは消失した。考案: 
1961年 Thomasらが脈管抵抗の気量依存性を唱えた
が，今回のわれわれの無拘束実験で同じようなことが示
唆された。しかし，次に報告した拘束実験の成績からは
脈管抵抗変化が気量にのみ依存するとは考えにくい。 
12. 犬の遊離肺における拘束性変化時の肺循環動態に
ついて
那須野光政
肺葉表面に拘束性変化を作り，肺局所の循環障害を起
こさせた時の脈管抵抗と相対的気量との関係は， 30%拘
束肺葉では，無拘束肺葉に比べて， U字型の傾向が消失
し，平底化の傾向を示し， 50%拘束肺葉では，さらに進
んで，直線化，急峻化の傾向が著明となった。陰圧と脈
管括抗値との関係は，無拘束肺葉でみられた。左方に聞
いた 8の字型の曲線が， 30%拘束肺葉では，やや右下が
りの傾向を示し， 5096拘束肺葉では，さらにこの傾向が
進んで，直線化，急峻化を示した。以上より拘束肺葉で
は無拘束肺葉に比べ脈管低抗値は気量依存性の傾向は減
少し，圧依存性の傾向を強め，拘束面積の増加ととも
に，収縮時に流入側の圧負荷の可能性があることが明ら
かとなった。 
13. イヌ遊離肺による濯流実験について
一遊離肺による濯流実験の変遺一
長谷川鎮雄
すでに協研者遠藤，那須野らが述べたイヌ遊離肺葉の
濯流実験について，その変遷を中心に述べる。この種の
実験は，すでに 1870年ごろから始められていた。スラ
イドは， Jagerによる実験装置を示す。今世紀の後半ま
で、に，実験装置と方法の改善によって，多数の研究が報
告されたが，陰圧膨脹による，静力学的な濯流装置の l
例として， Thomasらの装置を示す。彼らはこの種の
装置を用いて，圧変化にたいして，脈管抵抗値が U宇型
に変動することをたしかめ，気量依存性を主張した。わ
れわれの実験は，これと，ほぼ同様の成績を得，これを
足がかりとして，さらに，筋肉片を用いた。実験的拘束
下での血行力学を検討した。これらは，肺癌発生の病態
生理検討にさいし，循環力学的な原型を示すという意味
で，重要であり，さらに，微小な拘束時の血行力学につ
いて追求している。
